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神戸 の学童疎開～ 日誌 ・写真 ・記憶





　　　また疎開に参加 した教員、児童の体験 ・記憶 は、戦後10年位の時期には率直な表白があるが、その後
　　　時間の経過とともに次第に類型化 してい くように思える。疎開体験の変容を考える。
Abstract 
There are numerous records and reports written between 1944 and 1945, that include firsthand accounts regarding the 
implementation f Gakudo Sokai (school evacuation). This particular article sheds light on Gakudo Sokai in Kobe by 
looking at evacuation diaries, photographs and recollections of teachers and students. The information found in the 
evacuation diaries and photographs provides us with an overall representation f the day-to-day lives of students. 
Additionally, full memories of these events were compiled after teachers and students recalled their experiences of
school evacuations. As time has passed, these accounts have become similar and more stereotypical in nature. From 
the research gathered we can trace a change in the information contained in records regarding school evacuations.




様相 と 「疎開体験」の変容を明 らかにしようとす











あ る。写真 も撮影者の意図 はあるに して も、疎開
のあ りさまをそのまま写 している。 これ に対 して、
記憶 ・回想 は、疎開を振 り返 った時点での記憶で
あ り、感想で あ り、印象で ある。疎開か ら10年、
30年、50年と経過す るに従 って、記憶 ・回想 は変
容す ることがな いのだ ろ うか。本稿 は、客観的、
同時的記録 と しての 「疎 開 日誌」 「写 真」 の検 討




















































後 も事故 な し。」 昼食 は弁 当、夕食 は 「赤飯



















ることに決定、 隔日三軒宛な り」。 この 日か ら
「奉仕」 として 「風呂の水汲」が始 まっている。
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た。午 後 は作業の 日が多 い。授業 は宿 舎で行 って
いた。5月29日 に初めて登 校 日があ った。 その 日
の朝礼 で は 「登校 開始 について神 目校 生徒 と仲 よ
く」 とい う指導が行われてい る。登校 日には地元
の神 目国民 学校で授業をす るのであ る。疎開側 と
神 目国民学 校 との取 り決めが どうであ ったかわか
らな いが、 あ まり学校 には行 っていな いようであ
る。神 目で は生活 と学 習の中心 は寮舎であ ったの
だ ろう。課 業 と して授 業の ほか に しば しば薪取 作
業、農 耕作 業が課 せ られてい る。午前 中 は授業、
午 後 は作業 の 日が多 い。6月4日 、5日 に 「草刈
特 攻期 間」 と して草刈 り作 業 に出動 して いる。
　 奉仕 と して、道 路清掃、 水汲み、桑摘みな どを
行 ってい る。6月12口 には 「農繁期 につ き本 日よ
り神 目校、 学校課 業中 止。 本寮 も同調 」 とあ り、
麦 刈 りの手 伝いを行 うことにな った。 麦刈 りは団
体奉仕 と して児童が班 に分かれて作業 にあた った。
「男女共班別 農繁 奉仕 。漸 く夏の気配。暑気強 し」
(6月20日)。麦刈 り奉仕の時間 は、 日によって異
な るが午前7時 半 ～午 后4時 頃 までであ った。 奉
仕作業 がない時 は、 自給農園での作 業が待 って い
た。6月23日 には、 「朝来曇 天、十 時頃か ら梅 雨
模 様。 然 し、八時よ り午后 四時 自給農園(上 神菜
園)の 作業 。 茄子 の移植 、三 度豆 播種、 南 瓜」
(6月23日)。この 日の朝礼 で は 「自給 園の意義 と
本 日の作業 」が指 導 され た。 「九 時よ り午后五 時
迄 自給 園(駅 東 ノ分)作 業 。掘返 し、 除草 、茄子
移植、葱、時口大根、不断草、牛芽、人参 の播種」
(6月24日)。山や川原で開墾を行お うと した よう
で、6月26日 には 「午 後 は星降山並 二河原開墾選
定 地検 分。 星降二坪 口開墾、極 めて難作業 なれ ど
も必遂 を期す」 とあ り、29日にも 「寺 山の水田開
墾 作業 の反 省」 が朝礼 で取 り上 げ られて いる。
　 麦刈 が終 わ ってか らは田植えを手伝 うことにな
る。農 繁期の開始 か ら授業 は行われてお らず、6
月29日にな って ようや く授 業の記載 があ る。
(託児 所を開設)
　 6月13日、 「農繁 期 出動 中、 特 に病 弱 な女児 で
託 児所 開設せん と 『子 守 いた します』 ポスターを
作製、 目抜 の場所 に展 示」 とある。6月13日 の1
日をか けて女子 はポスターを作 製 した。残念なが
らこの託児 所 に子 どもを預 ける親が いたか どうか
わか らない。託児所の記事 はこの 日 しかな いか ら
で ある。
　託 児所 は実 に非凡な着想だ といわな けれ ばな ら
な い。戦時期 に女子が労働 に出 なければな らな く
な り、都市部の工場 には託児機能を持っ施設が設
け られ た。農村部で も託児所が設 け られ ることに
な った地域が ある。例えば兵庫県有馬郡の村で も
託児所 を設 け、女子の就労 を応援 したのであ った。
有馬郡で は戦後 に託児所 が幼稚園にな ってい った。
(付添教員、発熱す)
　 6月2日 、「吉 田訓導 弓削 町へ 出張。 西村主 任
と寮母、会計経理 にっ き要談。帰寮後発熱(三 十
八度六分)」。吉田訓導 は寮舎の開設以来、奔走 し
て いたがその疲れが出 たので あろうか。6月3口
も 「病床」(午后三八度七分)、4日 も午前中 はさ
ほど高熱で はな いが午後高熱 になる状態で 「満州
熱 と思われ る」 と記 して いる。5日 には梶谷医師
(弓削町の開業医で嘱託医)に 往診 して もらった。
6月9日 になって 「殆 ど平熱、食事平常復帰」 に
な った。12日に 「吉田訓導離床」 とあって回復 し
たので あろう。
(食事)
　食事 につ いて 日誌 は毎 口の献立を記載 している。
児童の感想がな いので空腹感 ・飢餓感が直接的 に
は伝 わ って こな い。それで も献立を見 るだ けで貧
しい食事が想像 され る。肉や魚が出 るの はまれで
あ る。鯖 の塩焼(5月25日)、 川魚 の塩焼 ・煮付
(5月31日)(これ は前 日魚釣 りに行 って釣 った も
の らしい。)、鰭 の塩 焼(6月1日)、 鯖(6月19
日)、蝦(8月10日)、 鮭(10月2日)位 で、そ の
ほか蛸 や干 いか な ごが で るとき もあ った。(蛸 も
いかな ご も主菜で はな い)毎 日の献立 は、雑炊、
粥、団子汁、馬鈴薯、南瓜、茄子、甘藷、筍な ど










































(人参 、 キ ャ ベ ッ 、





























　 それで も祭 りの 日な ど特 別の 日に献 立 に工夫が
こらされ たようである。9月21日は月見でおはぎ、
10月20日は地元の志 呂神社 の祭 りで昼食 には 「ば
らず し」がでた。
　 山手 国民 学校の 「疎開記 録」 は 「野 菜の供出 も
日々村 か ら受 け」 「村民 か ら愛撫 され果物等 の慰
問 も度 々受 け」 た と記 してい る。
(児童 の健康状態)
　 「疎 開 口誌」 の期間が5月 か ら10月であ ったこ
ともあ ってか児童 の健 康状 態 は比較的良好 で あっ
たよ うに思 われ る。 それで も発熱、胃腸障害な ど
が しば しば見 られた。 山 に行 って 「ウル シ負 け」
で顔 に発疹 がで きた ケース もあ った。 「疲労熱」
「大腸 カ タル」 「扁 桃腺」 「淋 巴腺 がはれ る」 な ど
の記述 もある。寮母 の付添 で梶谷医院 まで通院 さ
せた児 童 もいた。6月7日 には梶谷医師が寮 に来
て、午 前中 に身体検 査、午 後 は健康診 断、 腸 チフ
スの予 防接 種が行 われた。8月3日 には津山保健
所 の衛 生指導員の訪 問があ った。
　 風の記述 はな いが、 ノ ミ退治の大掃除の ことが
記 された り、蚊帳を調 達で きたり した ことを喜ん
で いる(7月23日)。
(空襲一神戸 と岡山)
　 6月2日 に 「人 阪空襲 の報 あ り」、6月5日 の
神戸 につ いて は日誌 に記載がな く、9日 になって
「神戸空襲(五 日)の 情報追 々入 って来て、 童心
動揺 の模様 なり。情報の統制を図 る必要 あ り。打
合す。散髪屋 さん、坂 田操 さん、小坂親 戚、神戸
よ り帰村 の模様 な り。 その報 区 々。」 とあ り、 朝
礼で は神戸空襲 につ いて詳 しいことは分か って い
な い と児童 に話 した よ うであ る。6月10日 、 「神
戸空襲罹災状況調査の為、 田中訓導帰神 に決定」、
児童 には 「空襲問合せの手紙」 を書かせ ることに
な った。 しか し翌11口、 「田中訓導 留守居全焼 し
て母 堂、家族を連れて来村、一先づ公会堂 に落着
く。 村松寮母帰神」 とい う状態で 田中訓導の帰神
は中止 にな った。 この 日児童 には空襲の状況をや
や詳 細 に語 ったようで ある。神戸空襲の模様が さ
らに判明す るの は6月14日に山手国民学校の三浦
訓導が来 て話 したため であ る。 「神 戸空襲詳報 始
めて分か る」 と日誌 は記 して いる。
　 6月22日の小麦刈 団体 出動 の2日 目、 「十 時過








(保護者の空襲死～ 「共に悲 しみ共 に語る」～)






それが 「突如」 という言葉 に表れているような気
がする。1日 間を置いて6月16日「栗坂招致、父
逝去の事情を聴かす。夕刻迄共に悲 しみ共に語る。












会長、部落長 らが参列 した。さらに7月8日 には
寮葬が営まれた。児童 も動員 して準備、3時 に告
別式で、これにも村長、農会長、国民学校長 らが










　 日誌 は7月21日か ら主 に若 い田中訓導が記録す
るよ うにな った。8月15日 にはこう書 いて いる。
「日本人 と して は信 じられな い。米 英支 ソの四国
に降伏 した事が発表 された。憎 しさ(マ マ)の 為
皆泣 く」。16日の 口誌 は 「考 へ られな い。敗戦 国
日本。何の為疎開生活だ ろう。今 日か らは何の 目
的 もな い。児童 も心が落着かな い」 と述べ る。若
い訓 導 と して率直 な感想を語 って いる。吉 田訓導
は何 も書 いて いな い。17日には神 目校で詔書奉読
式があ った。終戦の詔勅が奉読 されたので あろ う
か。
　神戸市内 にわずかばか り残 されて いる 「学校 口
誌」 で も、8月15日の感想 はさまざまで ある。悲
憤慷 慨型 もあれば莚然 自失型 もある。感想 を述べ
ない沈黙型 もある。公的 日誌の性格か ら制約 もあっ
た ことも考え られ るが、田中訓導 は思 いを素直 に
述べて いる方だ ろう。
　神戸 市 の学校 の例 を示 そ う。 西郷 国民 学校 の
「学校 日誌 」 は8月15日、「正午重大放送 ア リ(四
ケ国共同宣言受諾)」と記すだ けで ある。翌16日、
「朝会 時二校長 ヨ リ大東亜戦 争終結 二関 スル訓 話
ア リ」。20日に は 「校長 会指示事項 二関 シ校長 ヨ
リ伝 達並 二指示あ り」 とあ る。校長会 と して詔勅
への対応を話 し合 ったので あろう。
(娯楽や行事)
　疎開生活 には子 ど もの楽 しみ も必要だ ったに違




吉田訓導 は 「折柄敵機B公 飛 来せ る もその下で悠
な る農村情緒満 喫誠 に楽 しき半 口な り」 と記 した。
5月27日の海軍記念 日には志 呂神社を参拝 し総合
訓練 、疎開完遂祈願な どを行 い、夕方 に 「五月 の
誕生会 」 を開催 した。5月30日 に は男子 総 出で
「魚 と り」 を行 い、漁獲 はバ ケツ2杯 だ った。「幻
燈 とお話 しの会」が7月22日 に開かれて いる。8
月9日 か ら神 目校の講堂で映画、 これ には村民 も
多数参加 した。8月13日 に は 「七夕様 」。8月23
日、24日に 「英霊 巡拝」 した。 「遺 族 の方 々 は涙
を流 して喜 で(マ マ)下 さ る」。9月21日 に は
「月見 の用意、 花等裏 山で集 め おは ぎを して、 お
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月様の出 るのを まって ゐたが、曇 って とうとう出
ずだ った。」
(子どもの引 き取 り)
　 日誌 には子 どもの引 き取 りの記事が散見される。
親 が引 き取 りに来 て、 縁故 疎開 させ るケースであ
る。7月17日(父 に連 れ られ滋賀県 へ)、7月20
日、7月30日 、8月4日 、8月6日 、8月19日
(姉が連れ られ広島に)、8月31日(広島 に)と いっ
た記述 がみ られ る。
(帰心 、引 き上 げ)
　 敗戦後 も水田の草引 きなどの作業 の日々が続 く。
8月25口、 「神戸 へ帰へ る(マ マ)用 意 の為午 前
中は洗 濯 日。 シーツ、 枕 カバ ー、寝巻 等洗ふ」 と
初めて帰神 の記事 が出 る。 午後 には作 文 「神 目の
思 ひ出」 を書かせ た。8月28日 、 「いっ帰 へれ と
言 はれて も困 らない様 荷物 の整理。荷 札の用意 を
行 ふ」。 若 い訓導 は帰心矢 の如 しであ る。9月3
日、 「神 戸へ帰 へ る時 に米 袋 とす る為 二枚位袋 を
縫 はす」。 自給 園で栽培 して いる稲 を収穫 して神
戸 へ持 ち帰 ろうと考えたのだ ろう。 しか し疎開か
らの引 き上 げは都市 の混乱 を危 惧 した政府 か らス
トップがかか る。 神戸 へ帰 ることが再 び 日誌 に表
れ るの は、10月10日に 「『神 目を さ らば』劇練習」
の記述 か らであ る。11、12日にも劇の練習を行 っ
た。13日には疎開の記 念の写真 と して男子 寮、女
子 寮、 学校 、川原 の4枚 を写 した。22日志 呂神社
のお祭 りに参加後 、地 元の家 に招かれ夕食を ご馳
走 して も らった。22日劇の練習、23日荷物 整理、
24、25日稲 刈 り、25日お土 産の草履作 りを行 う。
26日家 に手紙 を書 く。27日、 メ リケ ン粉(小 麦粉)
を入れ る紙 袋を子 どもに作 らせ、その袋 にメ リケ
ン粉を入れてや る。子 どもは嬉 しそ うに袋 を リュ ッ
クに詰 めていた。28日、焼 米1袋 ずっ±産 に持た
せ る。29口、餅つ き。 これで疎開 日誌 は終 わ る。
練 習を重ねた劇 はその後 に披露 されたのであ ろう
か。
　 山手 国民 学校の 「疎開記 録」 によれば、 帰神 は
11月2日であ った。午 前6時 ごろ乗車 し、 午後2
時半三宮駅 に着 いた。駅頭 には親兄弟が出迎 えた。
教 員 は 「無 難 に責 任を果 し肩の荷を下 した感 じで
あ った」 と述べ る。6年 生 は1年 余 りの疎開であっ
たが、 神戸 で一人一人 にはどの ような状況 が待 っ

































速各寮ノ和尚サ ンヤ寮母サ ントー 緒二元気ナ私達
ヲオ目二掛ケマセウ」と説明されている。本高寺
組(女 子)、福成寺組(男 子)、勝林寺組(男 子)、
経王寺組(女 了)の 写真である。いずれ も境内や
門付近で撮影されたものである。
　10月15日に 「出石町秋祭"だ ん じり"かつぎに
共に加って」が撮影されている。地域の厚意で疎
開児童も祭 りに参加させてもらったのであろう。
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どの地 域で もそ うだが、地 域の さまざまな行事 に
疎 開学 童が参加 させて も らって いる。(写真1)
　 10月21口、 「出石 町外 出石 神社祭 ノ日二　 町外
鳥 居橋下 二於 テ」 「楽 しい遠 足 ノー 日」。出石神社
の祭礼 の 口に鳥居橋 まで遠足 に出か けたので あろ
う。 出石神 社、鳥 居橋 は出石の町の中心か らす こ
し離 れた場 所 にあ る。 リュ ックサ ックを背負 って
川 の堤 防 にあが る子 どもたち。 水辺で遊ぶ子 ども
た ち。 「十月廿一 日　 遠足 ノ日川原 デ先生 カ ラ出
石 ノ歴 史 ノオ話 ヲ聞 ク」 とい う説明があ る写真 も
写真1
あ る。疎開生活 に変化を持 たせ るとともに、地域
に馴 染 ませ ようと したので あろう。
　大根 を運ぶ子 どもたちが撮影 された写真 もある。
勝林寺組の児童が寺 に人根 を運んで いる。人根 は
誰か に どこかで もらったのだ ろ うか。 「今夜 ノ御
菜ハ大根 ダ!」とい うキ ャプ シ ョンがついて いる。
(写真2)
　 「マア!　 丈夫 ソウニナ ッテ…」。 福成寺 の境
内での面会の光景で ある。10月21日の写真である。
学童疎開の写真で面 会の光景を写 した写真 はめず
らしい。母親が弟妹を連れて面会 に来て いる。面
会 は一方で は様々 な問題を伴 って いた。(写真3)
　本高寺で写 され た写真が もっとも多 い。撮影者
の一人である中易氏の住居 と近いとい う事情 もあっ
たのか も しれな い。神戸へ手紙 を書 く子 どもの写
真があ る。「神戸 二便 リヲ(本 高寺)　 オ母 サ ン!
　私 達 ノ寮ハ トテモ静 カナ美 シイオ寺 デス　 神戸
ト違 ッテ御 野菜 モ ウ ン ト戴 ケマ ス」。 神戸 の親 を
安心 させ るよ うな手 紙 を書 い た ことで あろ う。
(写真4)本 高寺 の階段 で勉 強す る子 ど も、境 内
で手 をつな いで遊ぶ子 ど も、蓄音機で音楽 を聴 く
子 ど も、盟で洗濯をす る子 ど も。疎開生活の さま
ざ ま場面 を写 して いる。
　男子で は福成寺で男子児童が体操を して いる写
真があ る。上半身裸だ。10月の撮影。勝林寺で は
チ ャ ンバ ラで遊ぶ子 どもた ちが写 されて いる。 ど




子 どもた ちが宿舎 を出て町中で遊ぶ ことはなか っ
た という。
　 10月下旬 に本高寺 で撮影 されたの は開墾の光 景
で ある。 「本高寺 境内 ノ魚 屋区婦人会 苦労 開墾 ノ
畠 ヲ譲 リ受 ケテ鍬 ヲ振 リ上 ゲル僕等 ノ自給 農園」。
開墾の写真 は2点 が写 されて いる。
「始 メテ鍬 ヲ持 ッ僕等 ダガ… ウ ン ト耕 シテウ ン ト
作 ロウ」。 地元 の斡旋 で土 地 を貸 して も らったの
であろ う。開墾作業を行 ってい るのは男了なので、
他 の寮 の児 童であ ろう。(写真5)「行 学一 体」 の
掛 け声 の もとで、 どの疎開地で も農地 の確 保が行
われたが、 出石 は土地 も狭 く自給園の確保 には苦
労 したであ ろう。
　 アルバ ムは秋 の疎開の模 様か ら、一 転 して2月
上 旬 の大雪 の中 の登 校風景 にな る。 「雪中 ノ登 校
　 降 ッタ雪 ハ約二 尺 　屋根 カラ落チ タ雪 ガ亦人変
ナモ ノデ シタ　ニ 階 ノ窓 ニ トドキ ソウナ程 ノ雪 デ
シタガ　デ モ誰 モ皆 雪 ニハ負 ケズ元気 デ ス」。 こ
の年 は地元の人か らみて も大雪だ ったのだろ うか。
地 元出石町の弘道 国民 学校 へ登校す る日だ ったと
思われ る。登校だ けで はな い。宿舎の寺院 は冷え
込むので冬季の防寒対策 は人変だ ったに違いない。
(写真6)
　 3月 にな ると神戸 に帰 る児童の記念写真が撮影
されて いる。願成寺寮、福成寺寮及 び本高寺の写
真 は雪の上での記念撮影で ある。勝林寺寮、経王
寺寮 も撮影 されて いる。6年 生の卒業 にあわせて
撮影 された ものか。卒業す る6年 生 は出石町役場
の前 で男女別々で撮影 されて いる。(写真7)
「卒 業 シテ神戸へ帰ヘル　 兄サ ン姉サ ン トー緒 二
撮 ッテモ ラフ最后 ノ記念　 20年3月末」。 キ ャプ
ションでは3月 末 となっているが、撮影時期 はもっ
と早 く3月 の上旬 ころで あろ う。福成寺寮、本高
写真5
写真6 写真7
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寺 寮の写真 もあ る。付 添教 員、寮母 の写真 も撮 影
されてい る。
　 3月、6年 生 はい よい よ神戸 に帰 る。写 された
の は神 戸 に帰 る列 車での光 景だ ろう。 子 どもたち
は楽 しそ うに見え る。 列車 の窓か ら顔 を出 した子
どもたち。 しか し3月17日の空襲 に遭 うことにな





門カラ流 レ込 ミ春近シヲ思ハセル 私達ハ長イ冬
籠 リカラ開放サレテ陽光 ヲ浴 ビル」。 また別の写







　 消費地であ る出石での疎開 は、食料 や薪の調達
な どに必 ず しも容易 で はなか ったであ ろう。 「出
石 町史」 は近在の村か ら食 料調達 に努 力 した こと
を記す が、 「児童 は神戸 の親 を恋 しが りその上 空
腹 も加 わ ってあ まり元 気がな く、本を読んだ り日
な たぼ っこを してい る ことが多か った。」 と述 べ
る。 この アルバ ムは、 暮 らし、遊び、 開墾 風景な
ど疎開児童 の 日常生 活を写 して いる点 で貴 重であ
ろ う。写 真 は1945年3月まで の撮影 で それ以 降
の もの はないよ うに思 われ る。 なん らかの事情 で
撮影 が困難 にな ったのであ ろう。(4)
3　記憶 ・回想の中の学童疎開
　小学校の周年事業の際 に、 あるいは疎開10年、
30年、50年などの節 目の時 に文集が編集 され た。
児童を引率 した付添教員、疎開 に参加 した児童、
集団疎開を受 け入れた地域の人 々、保護 者 などに
よって学童疎開が語 られて きた。文章を書 くこと
を専門 とす る人で な く、平生 あまり書 いたことが
な い人々が手記を書 いて いるので ある。多 くの思
い出 ・回想 は当時の ことを きちん と調べて書 いた
とい うよ りは、記憶 に残 って いることをその まま
手記 に書 いたという印象を受 ける。丹念 に事実 を
調べ上 げて、学童疎開の意味づ けを して、 自分 の
体験を述べ る、 とい うわ けで はない。教員 に して
も、当時の体験をその ままに語 って いるように思
われ る。
　 しか し、時間の経過 とともに、記憶 は変容 して
いるようにも見え る。特 に印象 に残 ったことが大
き く思 い出 され、 ほかの ことは記憶か らは消え っ
て いって しまうような印象 さえ ある。そ して記憶




















て、なぜ もっと強 く説得 しなかったのか、前途有
為の先生の一家を全滅させたことはいつになって
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も、私 の責 任の ように感 じられ」 と述 べ る。付 添
教 員の決定 につ いて、 さまざ まな事情 があ ったこ
とが窺 われ る回想 であ る。
　 同 じ学校 の児童 の記 憶。 「翌 年 にな ると、食 糧
事情 が段々悪転 しか けて きた。 雪の解 けた神鍋 山
に私達 は、 ぜん まい、 わ らび、 ふ きな どの野草を
摘 み、 薪取 りに山中を走 り廻 った。 皆、飢えて い
た。勉 強 どころで はなか った。 皆が話 して いる事
も、考 えて い(る 脱か)事 も、すべて 『食べ る』
こと しかなか った。 …一人の寮友が栄 養失 調 も手
伝 ってか、 急逝 した時 にも彼の死 に対 して私達 は
冷淡 であった。何事 も自己本位 に考えていたか ら、
寮 友 の死 を悼 む心 の余裕 な ど持 ち得 なか った。」
赤 裸々な告 白であ る。 友だ ちの死を悲 しむ気持 ち
さえなか った とい うの であ る。 前 述 の教員 も、
「初夏 の候 の桑 の実 、秋 の生 栗 によ る胃腸 障害 と
吹出物 に は全 く手 を焼 いた もので あ りま した。」
と語 って いるよ うに、 飢え に苦 しむ子 どもた ちは
口に入 るもの はなんで も食 べ たのだ ろう。⑤
　 真陽国民 学校の校長 はこう語 って いる(昭 和31
年)。「昭和十九年九月、四年以上 の児童 は、香住、
浜 坂、 湯村 の三地 区 に疎開す ることにな った。 初
め は地 区の人々 にも可 愛が られ、食糧 もかな り恵
まれた上 に、 時間的生活 をす る為 か、体重 も増 し、
父 兄を して愁眉を開かせたのであ ったが、 終 りに
近 い頃食糧 も前 の様 にはいかず、その上 に皮膚病
が伝播 して寮母 や付添 いの教員を困 らせた と同時
に児童 の体 位 も落ち、 涙を さそ う姿 も逐次 増加 し
て来た。校 長 は毎 月一 回巡 回す るのであ るが、帰
校 の間 にも色々 と事故 が起 きると電報 が来 る。 宿
舎規則を破 って一 人で こっそ り寮を抜 け出 し、椎
の実を取 りに行 って、 あた ら命を失 った子 供を出
した時 は我 子を失 った様な熱 い涙が止 ま らなか っ
た。」 と語 る。 食糧事情 は1945年にな る と44年に
比 べ ると一 層深刻 にな り、 地域 と して疎開児童へ
の配慮 が困難 にな って きたのであ ろう。子 どもの
悲 劇 はそ う した食 糧事 情の中で発生 した。 この校
長 は、空 襲の際 に は、 「校 長だ けは奉安庫 の前 に
すわ って御 奉護 申上 げ、万一の場合 は御真影 と共
に砕 けるのが当然 の事 と して覚悟 していた」 と述
べ るような、皇民 教育を至上 と考え る人物 で あっ
た。
　真陽 国民 学校 の教 員 は こう語 る。 「四寺院 に分
かれて いま したが、食糧難 に悩み ま した。主食 は
ナ ンバ に米少々 とい うことで疎開中ず っと下痢 の
し通 しで した。 ことに副食 に困 りま した。有名 な
漁港で したが魚が月1回 しか配給がな く野菜の乏
しい所で私 は何 とか したいと自転車 に乗 って遠 く
へ買出 しに行 った ものです。子 供がかわ いそ うで
かわ いそ うで、 いて も立 って もい られぬ毎 日の連
続で した。」(6)
　陰鬱 な記憶ばか りで はな い。1945年に鳥取県内
で再 疎開 した川池国民学校の児童 は、 いな ご捕 り
も愉 快だ った し、 いな ごを焼 いて粉 に して ご飯 に
か けると風味満点だ ったと回想す る。村人の人情
も厚 く、 「疎 開生 活 は全 く恵 まれた もの」 だ った
と語 るので ある。 もっと も、 いなごには辟易 と し
た という記述 は別の学校の記録 にあるが。(7)
　次に疎開 に関係 した教員 の座談会 を紹介 しよ う。
1953年に開かれた雲中国民学校の疎開当時の校長
や教員等(教 員の多 くは、座談会の時 には校長 に
昇任 して いる)に よる座談会で ある。付添教員 の
人選で あるが、 これ につ いて は別稿で述べ たので
こ こで は紹介 しないが、 各 宿舎 の教 員 の配 置 は
「先生 の コ ンビ」 や 「現地 の町長 の性 格」 を見て
割 り当てた。
　雲中 は3か 町 に分かれて疎開す ることになった
が、3か 町 ともそれぞれ地域 に中心 となる協力者
が いた ことで ある。宗教団体、高松稲荷、町長が
それぞれ協力 して くれ たことが 「雲中の疎開が成
功 した大 きな理 由」であ ったという。学校側 では、
「小黒板、 ミシン、 白墨、 イ ンキ、 えん ぴつ、 そ
れか ら炊事の鍋釜、食器、小道具 に掃除用具 と、
あれだけ用意 した集団 はないだ ろう」 というほど、
事前 準備 に念を入れた。 しか し 「雲中 の子 は父兄
の社会的地位 も高 く、甘やかされて育っていた。…
こんな子が親を離れて疎開生活 をす るのだか ら、
色々気苦労が多か った」。雲中で は、「現地奉仕」
といって、奉仕を兼ねて親の面会があ った。親 は
物資を持 って疎開地 に行 き奉仕作業を して帰 ると
いうシステムであった。校長 は 「子供の世話 になっ
て いる±地の物資を買って帰 るな」 と父兄 に注意
して いた。教員 はこ う自慢 も して いる。「ある時、
高田先生の授業を向 こうの先生 に見て も らっ たこ
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とが あっ た。子供 の実力 がか くだ んの差だね。」
しか し付添教員 は疎開教育 と 「田舎の教育」の差
を理解 す るよう校長 か ら指導 されて いた。 地元 の
町長 も疎開教育の悪 口は一 言 も言わなか ったので
あ る。 食料 の確保 はどこで も問題であ ったが、同
じ学校の疎開で も宿舎のあ る地域 によ って差があっ
た。 「真金 は三 ケ町で一番 食糧 の足 らん±地 だっ
た。足 守町 に依存 せねばな らんので、 頭の上 らん
集 団 だっ た よ」。 同 じ学校 の疎開 で も、 宿舎 のあ
る地域 によって食料事 情 に差があ った ことはさま
ざまな回想 で語 られてい る。
　 疎開のプ ラス面 について、 ある教師 は 「疎開 は
再 び繰 返 した くはな い、 いまいま しい思 い出で は
るが又 一面 今 日の学校 教育で は期 し得 な い人間教
育 も出来た と思 う。魂 と魂 のふれあ う師弟一如 の
教 育だった」 と述 べて いる。40年、50年後 にはあ
まりみ られない率 直な感想 で ある。(8)
(2)戦後40～50年～ 「整 理 され る記 憶」
　戦後40～50年を経過 した時期 に多 くの学 童疎開
記録 が刊行 されてい る。疎開児童が50～60歳前 後
にな り、疎開を振 り返 ってみ る余裕 もでて きたの
であ ろう。 疎開を共 に した同級生 による文集 も編
まれ るようにな る。 ここで は紙幅の関係 もあ り代
表 的な刊行 物を紹 介す る。
　 まず1992年に編集 された 『西須磨小 学校 百周年
記 念誌 　西須磨の年 輪」であ る。よ く調査を した
上 で編集 してお り、学 童疎開を扱 った周年 誌で は
白眉 といえ よう。 縁故 疎開や残留組 にっ いて も ヒ
ア リングを行 ってい る。
「転校 したその 日、履 いて行 った運動靴が盗 まれ、
下駄箱 に残 って いた"わ らじ"を 履 いて、 三十分
もかか る田舎道を歩 いて帰 ったことがあ りま した。」
いきな り洗 礼 を受 け る。 「縁故 疎 開 とい って も、
こち らか ら無理 に頼み こんだ形だ ったので、 あま
り歓迎 されずその 日か ら子 供心 にも肩 身の狭 い遠
慮勝 ちな暮 ら しが始 まった。…同 じ神 戸か ら疎開
して きた人 達 とはす ぐ仲良 しにな り、 担任 の先生
も優 しくして くだ さったが、地元の子 供達 には、
なか なか馴 染 めなか った。　 "疎開 の子""都 会 の
子"と 、風 当た りが とて もきつか ったか らだ。 作
業 がで きないの に学 力だ けが進んで いることが反
発を まね いたのだ ろ うという。
　残留組 にっ いて は、地区別 に10か所で 「学舎教
育」 が行われ た こと、 「一 年生 か ら六年生 まで一
ク ラスで勉 強 していた。 …殆 ど自習 して いた。」
とい う。
　集 団疎開 は岡山県 邑久郡、赤磐郡で受 け入れて
も らった。1945年度の疎開宿舎 は10か所 に及ぶ。
疎開児童、付添教員が参加 して座談会を開 いて い
る。
　疎開児童の生活 は、受 け入れ町村や宿舎 によっ
て差が あ るよ うだ。 「私達 は意気込 んで行 った の
だが、 きちん と したところがな く、建設的 なとこ
ろ もな く、何 か退 廃 的な感 じで乱 れ て いた」 や
「分宿(里 親)は 全 くなか った。寺 の外 で地元 の
人達 と仲良 くす ることも無 か った」、「良 い思 い出、
楽 しい思 い出、懐か しい思 い出な どは何一 っ無 い。
辛 い思 い出 ばか りだ」 という記憶があ る一方、恵
まれて いた という思 い出が あ り、地元の民家 に行
き、 風 呂に入 り、握 り飯な ど食べ させて貰 ったと
いう記憶 もある。正月 には1軒 に2人 ずっ分宿 さ
せて もらった宿舎 もあ った。2年 生で疎開 に参加
した者 はいう。「自分 は幼少で辛 い ことばか りだ っ
た。神戸へ帰 ってきた時 は頭だけの栄養失調児だっ
た。 … どん な時 にも耐えてゆ ける力が疎開の経験
で培われた」
　辛か った作業 と して、あ る宿舎で は水汲みが あ
げ られて いる。山の下の井戸 まで水汲み に行 き人
八車を引 いて帰 る作業であ る。
　1945年の1月 、2月 は寒か ったという。岡山気
象台で調べ た ら平年 より2度 程度低 い年だ った。
西須磨校の疎開地 は岡山県南部で まだ寒 さはま し
だ った と思 うが、例年 にな く寒 い年だ ったのだ ろ
う。
　座談会 の司会者 は、受験勉強 に話題 を向 けるが、
児童か らはうま く話が出なか った。あ ま り勉強 し
なか ったという話ばか りで ある。1944年度の6年
男女 は進学の問題を抱えてお り、保護者の関心事
で もあったのだ。付添教員 は 「終 日、学校 に住ん
で いた訳 だか ら、 結構勉 強 も して いた。」 と述 べ
て、司会者 を応援 して いる。
　女子 は風が頭髪 に もわ いたので、 しょっち ゅう
寮母 に髪を梳 いて貰 った。教員 は虱 の ほか に、癖
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癬 も深刻 だ った とい う。食生活 につ いて は、 「途
中か ら殆 ど代用食即 ちジャガ芋 、南京等のみの こ
とが多 くな った」 「薬 屋で 『ワカモ ト』(筆者注…
消化剤)を 買 っておやつ代 わ りに した」 「最初 は
米飯だ ったのが粥 にな りジャガ芋 にと段々悪 くなっ
た。歯磨 粉 を食 べた こ ともあ る」。座 談会 の最 後
に、疎 開児童の不 満 に対 して引率教員 の経 験者 は
こ う語 ってい る。 「子供 はまず 自分 のを見て、 次
に隣 のを見 る。 それ は当然 の心 理 です。 『隣の花
は赤 い」 とい う諺 があ ります。 あの ような異常 な
状況 の中 で は、特 にそれが ひどか ったと思います。
私 は関係者 の皆 さんが、公 平 に、精一 杯や って下
さった と信 じて います。…私 は決 して戦争 を謳歌
す る者 で はあ りませんが、 貴重 な体験 だ った と思
います。」 筆者 に はこの教員 は、疎 開関係者 の苦
労 も知 らな い参加者 をた しなめてい るように思え
る。
　 司会者 はこの ほか脱走や吉井川の決壊(45年9
月)、恩 賜 の ビスケ ッ トな ども話題 に して い る。
司会者 は集 団疎開で出そ うな話 に持 って いこうと
して いる。 司会者 自身が集 団疎開 はこういうもだ
とい う 「整 理 された記 憶」 に基 づいて発問 して い
るよ うに思 え る。
　 『西 須磨 の年 輪』で もっとも印象 に残 るの は、
空襲 で一家6人 を亡 くし孤 児 にな った人の話であ
る。 「父母 、私、 四人 の弟 妹(や がて生 まれ る赤
ちゃんを含む)の 七人 だ った。…母 の実家(土 山)
への疎 開が可能 であ りなが ら、 勝気な母 は頑 と し
てその道を選ばなか った。」6月5日 の空襲の後 、
何 度 も家 に手紙を書 いたが まった く返 事がな い。
少 し変 だ と思 う。 やがてすべての ことが知 らされ
る日が くる。その前 か ら先 生の児童 に対す る態度
で何かを察 して いた。 知 らせ に来た伯父の顔を見
てすべてがわか った、 と語 る。 お嬢 さん と呼ばれ
て いた 日々 は去 って しま うので ある。 「あの戦 争
末 期 に家族 全員を失 って唯一人 とり残 された小 学
六年 の女の子が、戦後 の激動期を生 き抜 くには、
どれだけの ことに直面 しなければな らなか ったか、
到底 わか って もらうことはで きないであ ろ う。」
この手記 を書 いた人 はおそ らく45年間の歳月があっ
て初めて心 情を吐露で きたのか も しれな い。悲惨
す ぎる体験 を語 るには一定 の時間の経 過が必要 な
のか もしれ ない。(9)
　次 に山手国民学校の1945年3月卒業生が綴 った
文集 『楠 の木陰 で』(1995年編集)を み よ う。 昭
和19年度 に6年 生だ ったた め会の名称を 「山手一
九会」 に している。集団疎開の参加者だ けでな く、
縁故 疎開者 も寄稿 して いる。 また内容 も必ず しも
疎開 に限 って いるわ けでな く、空襲や国民学校時
代の思 い出 もある。集団疎開先 は前述の ように岡
山県稲岡南村の誕生寺で ある。
　 まず縁故疎開者か ら。伯父夫婦の いる大阪府 の
守 口へ疎 開 した女子 児童 は、 「新 しいお友達 は皆
親切 で神戸か ら来 た私に色 々と教えて くれま した」
といい、校則で素足だ った ため しもや けになって
大変 だ った とい う。 「女学 校進学 の為 に夜 は遅 く
迄一 人で勉強す るのが又人変です」 と灯火管制 の
中で受験勉強 した思 い出を語 る。風 にも悩 まされ
る。 毛虱 がっ き、学校か ら帰 ると板の間 に新聞紙
を広 げて 「スキ梳 」で髪の毛を逆 さに梳 いたとい
う。祖 父母宅 に疎 開 した女 児 はい う。 「言葉 や来
て いる物が違 うので田舎の生活 は何か につ けて 白
い目で見 られて居 ま した。…城下町で もあ り田舎
の町 は因習 にと らわれて住み に くい事が多 くあ り
ま したが何事 にも善意 に解 し、 めげる時 は神戸魂
を発揮 させ、 いろいろな事 を皆 さん に教え られ た
と思 って今で は感謝 あるのみです」。 この女 児 は
戦後 もず っと疎開地 に住み続 けて いる。
　残留組 の思 い出。 ある女 児 は 「昭和19年 春、
いよいよ私達 も最上級生 とな りま したが、伊勢へ
の修学旅行 も当然取 り止め にな るという世情で し
た。 …又、多 くのお友達 は集団疎開をす る事 にな
りま したが、身体の弱 い私 は受 け入れ られず、地
方 に縁故 もないまま残留組 とな りま した」 と書 い
て いるが、体の虚弱な児童 などは集団疎開 に連れ
て行 って貰えなか ったので ある。
　次 に集 団疎開。疎開児童代表 は 「これが私達小
国民の出陣で あ り、私達学童の武装で あ り、お国
への一番の御奉公だ と思ふ と淋 しいとか嫌だ とか
いって いる秋で はあ りません」 と述べて疎開地 に
向か った。 しか し実際の疎開で、印象 に残 って い
る こと と して、 あ る男 児 は風 と食 事 を あげ る。
「着衣 につ いた シラ ミの多 か った こと。 …丸 々 と
シャツの中 を ごそ ごそ とはいまわ る。今 日は10匹、
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明 日は12匹が 目標 と、 殺 して も殺 して も出て くる
シラ ミ。殺 した数 を 自慢 しあ った ものであ る。 食
事 当番 に当た った時 には、 各 テーブル に配 膳す る
食 事 も、 自分の器 だ けには強 く飯を盛 り込 む技能
が身 につ いた ものであ る。」
　 あ る付添教員 は詩 吟をや ってみせた り、 日本刀
で居合抜 きを披露 した り、 クラ リネ ッ トを吹 いた
りと、子 ど もたちを慰 めた。 「家族 の面会 も嬉 し
く待 ち遠 しいことで あった。私 は祖母 や母 が来て
くれた と思 う。面 会の時のお土産のおやつ は、 い
つ も全部三 十六 に分 けて戴 いた」。 この班 は36人
いたので、面 会時のお土産 は36人で分 けるル ール
に していたのだ ろ う。 「家 か ら送 られて来 る小 包
に、食 料品が入 って いると先生 に提出 し、 皆 に配
るという規則だ った」 という。
　 しもやけの思 い出。 「ここは神戸 と違 って、 冬
とて も寒 いところで、 私の一番の思 い出 は足首 が
しもや けにな った ことです。今 もその傷跡 が残 っ
ているのですが、それはそれはっ らい事で した。…
保 健室の金 崎先生 にも治療の為 に何 回 も津山市 の
病 院 に汽車 で連 れて いってい ただ き、 ほん とうに
お世話 にな りま した。」 山手 国民学校 は看護婦 の
資格を持つ職員を疎開の付 添 に加えていたのであ
る。別 の男児 も 「栄養 失調 だ ったので手足 に霜焼
けがで きやす く、 それが ひど くな って、誕 生寺 駅
か ら汽車 に乗 って津山市の砂田病院 に毎 日通 うこ
とにな った。」汽 車の デ ッキで加藤隼 戦闘 隊の歌
を歌 って、 「親 か ら遠 く離 れ た集 団疎 開生活 の さ
び しさとひも じさを、 人声 で唱 って吹 っ飛 ばそ う
と した」 とい う。
　受 験勉 強の思 い出。 「受験 が近 づ くと夜 の12時
頃 まで勉強で 『神 戸 にい ると警 報ばか りで、 こん
な に勉 強で きな いが、 ここは先生が付 きっきりで
君 た ちは幸 せ者 だ』 と故樋 口東朔先生 に言 われた
ものであ る」 という思 い出 もある。
　 山手 国民 学校の文集 は各 人が思い思 いに書 いて
いるため、 かえ って縁 故疎開を含め疎開の実態を
表 して いるように感 じられ る。(10)
4　おわ りに～記憶の変容
　疎開日誌 は疎開の口々の記録であって、記録す
べき項 目があ らか じめ決め られている。献立、学
習、奉仕作業な どにつ いて事実の記録 と して客観
性が高 い し、教員が どの ように地域 と交渉 して い
たか、子 どものため にどの よ うな努力 したのか、
な どが よ くわか る。それで も日誌 には記録者の感
情 も入 って いる。 しか しその感情 は、記録者で あ
る訓 導の意識 と して重要 な もので もあ る。鶴見俊
輔 は吉 田満 『戦艦人和 ノ最期』 につ いて こう言 っ
て い る。 「日本文 学 のひ とつ の古典 と して歴 史 に
残 るで しょう。その偉人 さは、 この作品の うちに
何 ら戦後性の痕跡を もとどめて いないということ
にあ ります。」鶴 見 の口吻を まねていえ ば、 山手
国民学校の疎開 日誌 は戦時下の訓導の意識 をそ の
まま反映 して いるといえ るので ないか。皇民教育
に挺 身 して いたとはいえ、児童の父親の死 に際 し
て は 「共 に悲 しみ共 に語 る」ので あった。付添教
員 と して疎開 に参加 した教員 たちが戦後の教育 を
担 って い くことになるので ある。(11)
　長 楽国民学校の疎開写真 は、 まとまった疎開 の
記録 写真 と して貴重で ある。写真を裏書 きす る記
録がないのが残念で ある。疎開の写真 については、
まだ まだ収集 して い くことが必要だ ろう。 それ に
よって疎開の実態の解明 にっなが るだ ろ う。
　集 団疎開 に参加 した児童 は共通の、 あるいはよ
く似た体験 をす る。空腹、貧 しい食事、下痢、寒
い宿舎、霜焼 けや あか ぎれ、風、苦 しい作業、疎
開地での受験勉強、親 との面会 など。 これ らの共
通体 験 は容易 に類型化 され うるもので ある。戦後
40～50年を経過す ると学童疎開の歴史的評価、社
会的評価 は定着す る。歴史的評価が想定す る範囲
内での記憶 ・回想が多 いように思え る。戦後10年
位の記憶 は赤裸々で生 々 しい。児童の記憶 も教師
の記憶 もそ うであ る。西須磨国民学校の座談会 の
司会者 などは歴史的評価の範囲で記憶を整理 し類
型化 しよ うと して いる。かえ って寄稿者が 自由 に
書 いた山手国民学校の文集の方が疎開の実態を よ
く表 して いないだ ろ うか。(12)
　縁故疎開 はケースが さまざまで あって、集団疎
開 に比べて と らえ に くい。農村 にな じめな い、 い
じめ られ たとい ったところが共通体験で あろうか。
縁故 疎開 は転校 して一人で地域の学校 に通 うので
集団疎開 よ りも児童が孤立 して いる印象が ある。



































































　 ずしも戦争体験の意味を汲み取 るという姿勢を持 っていな
　 かった。戦争体験は体験 としてだけあって、思想的エネル
　 ギーには転化 しなかった。」(久野収 ・鶴見俊輔 ・藤田省三
　 「戦後日本の思想』、岩波現代文庫、261～264頁)同じよう
　 なことが学童疎開にもあてはまるかどうかは慎重に検討さ
　 れなければならない。疎開児童の視野はもちろん自分の生
　活の範囲に限られているし、教員も自己の戦時下の教育の
